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　近年の気象異常や災害の頻発などの状況を踏まえ、気候変動対策をより加速化
するために、名称を変えながら「脱炭素チャレンジカップ2024」は14回目を迎えま
した。

　本大会は、脱炭素を目的とした地球温暖化防止に関する地域活動について、書
類審査、プレゼンテーション審査を行い、優れた取組を表彰する全国大会です。脱
炭素に関する情報やノウハウを共有し、さらなる連携や意欲を創出することで、豊
かな脱炭素社会を創造する「場」となることを目指しています。

　今回も学校・市民団体・企業・自治体など幅広い世代が応募し、エントリー総数
161件（アイデア賞含む）の応募がありました。その中から24団体が一堂に会し、環
境大臣賞や文部科学大臣賞などの各賞を発表しました。
　開催にあたっては、本大会に賛同いただいた企業・団体の皆様からのご支援・ご
協力をいただきました。

2050年カーボンニュートラルの実現に向けて

文部科学省総合教育政策局
男女共同参画共生社会学習・安全課長

安里　賀奈子

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課
脱炭素ライフスタイル推進室 室長補佐

井上　昇

まずは受賞者の皆さま、おめでとうございます。また、「脱炭素チャレンジカップ2024」が、盛大に開
催されたことを心よりお慶び申し上げます。伊藤信太郎環境大臣は就任来、環境問題は同心円の問題
であると話しておられます。個人の行動の積み重ねが、地域の経済や社会の在り方を変え、日本全体・
地球の未来につながっていくとの考えです。受賞者の皆さまは、まさに同心円の中心でチャレンジされ
続けている方々であると実感しています。
政府では2022年10月から「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」（デコ活）を進

めています。脱炭素な営みと豊かな暮らしを両立しようという取組です。今回、審査委員を務め、エント
リーいただいたすべての活動を拝見し、まさにアイデアの宝庫と思いました。ぜひ共に取組を進めてい
けたらと考えております。以上で私からの御挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうござい
ます。

昨年、初めてこの場に立ち会いまして、皆さまの熱意を感じたことをよく記憶しております。
令和３年６月２日に地球温暖化対策の推進に関する法律が改正され、2050年までの脱炭素社会の実現、

環境・経済・社会の統合的向上、国民を始めとした関係者の密接な連携等が、地球温暖化対策を推進する上
での基本理念として示されたところです。まさに皆さまの活動やそれを応援する企業の存在が、非常に重
要と感じています。
文部科学省としましても、学校における環境教育の充実や、体験活動の推進、持続可能な開発のための

教育であるESDの推進など、環境教育の推進に取り組んでいるところです。また、関係省庁と連携して、環
境教育等の推進に関する基本的な方針の改定に向けて作業しています。本日の皆さまの活動に後押しさ
れながら、文部科学省としてもしっかり取組を進めてまいりたいと考えております。
学校や地域において環境教育で学んだ経験や知識を活かし、持続可能な社会の実現に向けて、脱炭素、

地球温暖化防止に関わる活動に、今後もぜひ積極的に取り組んでいただきますようお願い申し上げます。
日 程 令和６年２月６日 （火） 10:00～17:00
開 催 方 法 ハイブリッド開催（会場：伊藤謝恩ホール（東京大学内））
参 加 費 無料（事前登録制）
主　　 催 脱炭素チャレンジカップ実行委員会

委員長：小宮山宏（三菱総合研究所 理事長）
共　　 催 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット、

一般財団法人セブン -イレブン記念財団
特 別 協 賛 ユニ・チャーム株式会社、株式会社ニトリホールディングス
協　　 賛 一般社団法人日本WPA、新田ゼラチン株式会社、レンゴー株式会社、

サラヤ株式会社、一般社団法人炭素会計アドバイザー協会、
株式会社タンソーマンGX、日本マクドナルド株式会社、
公益財団法人 SOMPO環境財団、株式会社ウェイストボックス、
チェックフィールド株式会社、脱炭素化支援株式会社、東部燃焼株式会社、
株式会社 ECI、株式会社アクトリー、株式会社 i3experience、
北越コーポレーション株式会社、株式会社 Pure Cycle いばらき、
株式会社リサイクルパーク、株式会社エコツー技術研究所、
水戸ヤクルト販売株式会社、水戸さくらロータリークラブ、
エコドライブ研究所、東北おひさま発電株式会社、
ダイキンHVACソリューション東京株式会社、JX金属株式会社、
株式会社トイント、フエニックス・コンタクト株式会社、
有限会社リビング館ホンダ、中央電気工業株式会社、
株式会社日省エンジニアリング、有限会社てらじま

協　  力 オルタナ、気象キャスターネットワーク、木原木材店、
こどもエコクラブ、ファインモータースクール、キリン、川本園、
再エネ100宣言 RE Action、GEOC、ユアサ木材、アースデイ東京、
ウォータースタンド株式会社

後　　 援 環境省、文部科学省、プラチナ構想ネットワーク、国連広報センター
事 務 局 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット
HPアクセス数 520 名

開 催 概 要

脱炭素チャレンジカップ2024　挨拶

委員会のご紹介
委 員 長 小宮山　宏 株式会社三菱総合研究所 理事長
副 委 員 長 川北　秀人 IIHOE[人と組織と地球のための国際研究所]　代表者CEO

江守　正多 国立環境研究所 地球システム領域　上級主席研究員
東京大学 未来ビジョン研究センター　教授

委 　 員 森永　仁 一般財団法人セブン-イレブン記念財団 事務局長
髙村　ゆかり 東京大学　未来ビジョン研究センター　教授
髙橋　万見子 朝日新聞社　SDGs ACTION!編集長
井上　雄祐 環境省 地球環境局　地球温暖化対策課　脱炭素ライフスタイル推進室長
高田　研 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット　理事長
山本　陽来 青年環境NGO Climate Youth Japan
鈴嶋　克太 国際青年環境NGO A SEED JAPAN
高田　研 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット　理事長

実行委員会
（順不同、敬称略）

委 員 長 江守　正多 国立環境研究所　地球システム領域　上級主席研究員
東京大学 未来ビジョン研究センター　教授

副 委 員 長 尾山　優子 一般社団法人環境パートナーシップ会議　理事　事務局長
委 　 員 松井　敬司 一般財団法人セブン-イレブン記念財団　事務局次長

桃井　貴子 認定NPO法人気候ネットワーク　東京事務所長
岩谷　忠幸 オフィス気象キャスター株式会社　代表取締役
熱田　靖 ユニ・チャーム株式会社　ESG本部　ESGグループ
大木　満 株式会社ニトリホールディングス　常務執行役員　組織開発室 室長
小川　勇造 一般社団法人日本WPA　事務局長
矢野　琢司 レンゴー株式会社　環境経営推進部　部長
代島　裕世 サラヤ株式会社　取締役　コミュニケーション本部　本部長
山田　英司 一般社団法人炭素会計アドバイザー協会　副理事長
鈴木　順子 公益財団法人ＳＯＭＰＯ環境財団　事務局長
鈴木　修一郎 株式会社ウェイストボックス　代表取締役
森　摂 株式会社オルタナ　代表取締役　編集長
井田　寛子 特定非営利活動法人気象キャスターネットワーク　理事長

梅田　靖 東京大学大学院工学系研究科　教授 
再エネ100宣言 RE Action　協議委員

審査委員会
（順不同、敬称略）
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10：00〜10：12 開会
●開会の挨拶
●実行委員紹介
●審査委員紹介

10：12〜13：00 表彰式・講評

▶︎P20へ

●マクドナルドオーディエンス賞（3件）
●優秀賞（3件）
●企業/団体賞（13件）

開会の挨拶は小宮山宏実行委員長

至る所で小さな談笑の輪ができました

多くの企業からノベルティのご提供がありました

奨励賞受賞者に賞状を授与

13：40〜14：00 アイデア賞受賞者による講演

動画を
視聴できます

14：00〜15：50

15：50〜17：00

表彰式・講評

交流会

●審査委員特別賞（1件）・文部科学大臣賞（2件）・環境大臣賞（5件）
●総評　審査委員長　江守 正多
●閉会の挨拶　(一社)地球温暖化防止全国ネット　理事長　高田 研

●「参加者同士でエールシールを贈りあおう!!」／奨励賞の授与
交流会では、受賞者を中心に、実行委員、
審査委員、ご協賛企業、関係者が、所属の
垣根なく会話し、親交を深めました。応援
したい人や団体にエールシールを渡しな
がら親睦を深め、今後の連携や活動の発
展のヒントにつなげていました。また、書
類審査（１次）を通過した奨励賞受賞者に
は賞状を授与しました。（受賞一覧は公式
サイトに掲載）

出席者による集合写真

応募取組から
特に優れた取組に贈呈（1組）

環境大臣賞
グランプリ

応募取組から各部門で
特に優れた取組に贈呈（4組）

環境大臣賞
金賞

応募取組からそれぞれの主旨に沿う
優れた取組に贈呈（2組）

文部科学大臣賞 
社会活動分野・学校活動分野

本大会の協賛企業が評価した取組に贈呈（13組）
企業賞

WEB投票で得票数の多かった上位3団体に贈呈（3組）
マクドナルドオーディエンス賞

大臣賞には至らなかったが、特に審査員が認めた取組に贈呈
（1組）

審査員特別賞
地域で特に優秀な取組と認められたファイナリストに贈呈（複
数組）

優秀賞

7 月 24 日～ 9 月 29 日

ダイレクトエントリー
※事務局の募集窓口へ直接応募

10 月 27 日

書類審査
※審査委員による書類採点期間を経て、
審査委員会にてファイナリストを選定

11月中旬～11月下旬／12月14日

プレゼンテーション審査
※オンラインにてプレゼンを録画。後
日、審査委員が視聴後、審査委員に
てファイナリスト（受賞者）を選定

7月24日～11月30日

アイデア賞エントリー
※事務局の募集窓口へ直接応募

12 月 21 日

書類審査
※審査委員による書類審査期間を
経て、審査委員会にて受賞団体
２組を選定

8月～11月

地域大会エントリー
※全国で開催されている温暖化防止や環境に関わる表彰大会で地
域大会として認定された大会に参加した団体の中から、各地域温
暖化防止活動推進センターが然るべき審査基準によって選定

どちらへも応 募 可

2024年2月6日

脱炭素チャレンジカップ 2024
※表彰式と交流会を開催

脱炭素社会づくり活動や地球温暖化防止に取り組む、学校、企業、自治体、NPO団体など

12月18日

実行委員会 開催
ファイナリスト24団体決定！

※ジュニア・キッズ7団体、学生6団体、
　市民3団体、企業・自治体8団体

奨励賞団体決定

地域センターから応援メッセージ

ホームページにて公表

3団体

エントリー募集から「脱炭素チャレンジカップ2024」開催までの流れ 脱炭素チャレンジカップ2024 プログラム

表 彰 内 容
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賞　名 受賞団体名 都道府県 取組名称

環
境
大
臣
賞（
５
件
）

環境大臣賞(グランプリ) 壱岐市 長崎県 「再エネとグリーン水素で目指せ！脱炭素の島」
実現プロジェクト

環境大臣賞(学生部門) 愛媛県立西条農業高等学校
食農科学科 チームパパイヤ 愛媛県 青パパイヤグローカルプロジェクト！

地域課題解決に向けた取組

環境大臣賞(ジュニア・キッズ部門) 取手市立取手西小学校 茨城県 共創！ワクワクの「脱炭素チャレンジフィールド」

環境大臣賞(企業・自治体部門) 大成建設株式会社＆株式会社カネカ 東京都 ビル壁面を活用した
太陽光発電システムによる脱炭素化の推進

環境大臣賞(市民部門) ＃7年後も「住みやすい街大賞」
１位とるぞ！藤沢プロジェクト 神奈川県 学校断熱を契機とした

行政、議会、市民の連携による脱炭素の取組

文
部
科
学

大
臣
賞

（
２
件
）

文部科学大臣賞（社会活動分野） 自由の森学園中学校・高等学校 埼玉県 学園経営における脱炭素化とＥＳＤの実践

文部科学大臣賞（学校活動分野） 国本小学校 東京都 「物の命を最大限延ばすために、
わたしたちにできること！」

企
業
／
団
体
賞 （ 

１3 
件 

）

セブン-イレブン記念財団
最優秀地域活性化賞

山形大学農学部バイオマス資源学
研究室 山形県 お米から肉！～脱脂米糠からの代替肉の製造～

ユニ・チャーム
最優秀やさしさでささえる賞 横浜市立西前小学校 神奈川県 廃食用油を集めて飛行機を飛ばそう！

ニトリ最優秀夢・未来賞 杉並区立西田小学校 東京都 食品ロス削減と
脱炭素社会実現のためのミミズコンポスト

日本WPA
最優秀未来へのはばたき賞 南会津町 環境水道課 福島県 水道事業へ「新！脱炭素化策」

-施設建屋の木質化プロジェクト-

レンゴー
最優秀脱炭素未来づくり賞

熊本県立菊池農業高等学校 
ＳＤＧｓプロジェクト班 熊本県 竹資源を活用した持続可能な地域社会づくりを目指して

いのちをつなぐSARAYA賞 長野県佐久平総合技術高等学校 長野県 エシカスフードでＳＡＫＥ文化をリノベーション！

炭素会計アドバイザー協会賞 東京工業高等専門学校流体工学研
究室 東京都 サボニウス型風車の開発

～エネルギー地産地消への挑戦～

タンソーマンプロジェクト
GX推進最優秀賞 株式会社 虎昭産業 東京都 全社一丸で創意工夫を積み重ねた

食品工場の脱炭素への挑戦

SOMPO環境財団
最優秀わくわく未来賞 三豊市立下高瀬小学校 香川県 ＳＴＯＰ地球温暖化

～もったいない・ありがとう・楽しく～

ウェイストボックス
最優秀CO₂の見える化賞 NPO法人環境とくしまネットワーク 徳島県 せとうち「ゴミ箱になった海」

ブルーカーボンプロジェクト

気象キャスターネットワーク
最優秀市民・学校エコ活動賞 西宮市立山口中学校 兵庫県 未来にひろがれ！緑のカーテン

オルタナ最優秀ストーリー賞 株式会社シェルター 山形県 脱炭素社会を実現する「木造都市®」づくり

再エネ100宣言 RE Action賞 株式会社イワタ 京都府 脱炭素を目指す寝具メーカーの循環型ものづくり

審査委員特別賞 ＮＰＯ法人まめってぇ鬼無里 長野県 「きなさごこちPJ」
里山の森と暮らしをつないで脱炭素地域に

優秀賞

株式会社 渡会電気土木 山形県 地域資源のリサイクル活用と
再生可能エネルギーの普及と開発

Love Earth Day 茨城県 LoveEarthDay 海で一緒にごみ拾いしない？

前田記念武蔵小杉クリニック 神奈川県 “コスト削減への取組”

アイデア賞

獨協大学国際環境経済学科米山ゼ
ミ地球温暖化防止プロジェクト 埼玉県 福島県田村市での脱炭素×MaaSを復興まちづくりに

活かす提案

平松加代 千葉県 脱炭素ライフを育むスクール

マクドナルドオーディエンス賞（3件） 国本小学校、壱岐市、Love Earth Day

脱炭素チャレンジカップ2024 受賞結果

「再エネとグリーン水素で目指せ！脱炭素の島」
実現プロジェクト

トラフグ等の陸上養殖場において、日中は太陽光発電で電力供給し、その余剰電力を利用して水の電気分解による水素（RE水
素）を製造・貯蔵し、夜間は蓄えたRE水素を用いて燃料電池で発電した電力を供給する実証システムを稼働させている。併せて、
水の電気分解時に副産物的に発生する酸素と、水電解装置や燃料電池から発生する排熱を養殖魚の生育向上に有効活用する
等、脱炭素と地域産品の高付加価値化を同時に実現する取組。

再エネが増えると需要と供給のバランスをとるため、余剰時に水素を
作ればよいと思いますが、実施するとなると難しく、壱岐市は先陣を
切る本格的な取組でした。＋αで酸素と熱も活用し、課題解決だけで
はないプラスの実証がありました。これから日本や世界で水素を使っ
て再エネを安定化するとき、壱岐市の取組が必ずモデルとなると思い
ます。ファーストペンギンという言葉がありますが、リスクを顧みず挑
戦したお手本です。日本で初めて気候非常事態宣言を出したのも含
めて、大きな意味があり、色んな課題を乗り越えて、再エネの安定化
を目指してほしいです。

審査委員長　江守 正多

壱岐市が気候非常事態宣言を出したのは、気候変動の脅威を
身につまされて感じているからです。再エネを増やしたいと思
う気持ちがあり、この取組が日本全国にも広がってほしいと考
えています。まだまだ課題は多いですが、まずは離島内で取組
を深めていきたいです。

審査コメント 受賞者コメント

▲ トラフグ陸上養殖場
▲ 左から壱岐市の畑健太郎さん、篠崎道裕課長、環境省の
井上室長補佐

▲ 「壱岐の未来エネルギー見学会」RE水素システム（太陽光
発電設備）の見学

環境大臣賞グランプリ プレゼン動画は 
コチラ

壱岐市長崎県

企業・
自治体部門
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青パパイヤグローカルプロジェクト！
地域課題解決に向けた取組

ビル壁面を活用した太陽光発電
システムによる脱炭素化の推進

共創！ワクワクの
「脱炭素チャレンジフィールド」

学校断熱を契機とした行政、議会、
市民の連携による脱炭素の取組

私たちは、地域農業における鳥獣被害軽減や耕作放棄地の有効活用などに
着目し、青パパイヤ研究に取り組んでいます。地域課題解決に向けての栽培
技術の確立を目指してい
ます。また、農業生産と太
陽光発電を両立する取組
である農地転用ソーラー
シェアリング事業を行って
います。これによりカーボ
ンニュートラルを実践し、
持続可能な環境保全型農
業を実現しています。

人口・エネルギー密度の高い都市部におけるあらたな創エネを実現するため、ビ
ルの壁や窓などの「外装材（ガラス）と一体化した高意匠で高機能な太陽光発電
システム T-Green® Multi Solar」の開発と普及促進の取組を様々な関係企
業と推進している。
建物自身が発電す
ることで再エネ性
能を強化し、これを
普及させることで
ZEBの拡大、ひい
てはカーボンニュー
トラルの達成に貢
献する。

「仮）脱炭素チャレンジの森（フィールド）」づくりを目指し、使用頻度の低い遊
具による発電、給食残渣肥料での土壌改良、カーボンオフセット植樹などを
通して、自分たちにできる
「本気で脱炭素」アイディ
アを展開します。大学生や
企業の方々とも協働して、
どのくらいCO2が減らせ
たかも計算します。未来
に向けた取手西小学校の
SDGsの象徴にしていきた
い。ぜひ今後のワクワクの
結果をご期待ください。

藤沢市議会議員と藤沢市と脱炭素について意見交換。2022年9月市議会に「公共
施設の断熱性能の向上を求める陳情」「再エネ設備の導入促進を求める陳情」趣旨
了承。
藤沢市と信頼関係を構築し、
2023年3月「学校断熱DIY
ワークショップ」を藤沢市立
小糸小学校にて共催で実
施。藤沢青年会議所と連携し
9月に「エコ・フェスin江の島」
を実施。住宅断熱促進のた
め市と共に講演会、住宅断熱
DIYリフォームを企画中。

耕作放棄地の増加、高齢化による後継者不足、地
球温暖化による環境変化、鳥獣被害の増加、地域
の課題は大きいと思います。農業生産と太陽光発
電を両立したソーラーシェアリング、パパイヤの
栽培は国内で初と聞きました。若者の発想力、実
行力、地域の方が活動に共鳴、企業との連携など
本当に素晴らしい取組でした。

審査委員　松井 敬司

まず２社がタッグを組み、強みを生かして脱炭素
に取り組んでいる点が素晴らしいと思いました。
太陽光パネルはスペースや景観の問題がある中、
そういった障壁をクリアした製品であり、消費者
目線としてはニーズオリエンテッドである点も感
銘を受けました。これからも脱炭素社会に向けて
支えていただければと思います。

審査委員　井上 昇

データの根拠として57トンのCO₂排出量を調べ、
そこからアイデアを出して考え、校内で使えるも
のを見つけて取組を進めていった点が素晴らしい
と思いました。評価して改善する学びの活動も素
晴らしかったです。みんながわくわくしてチャレン
ジしている点が続いている秘訣なのかなと思いま
した。

審査副委員長　尾山 優子

脱炭素チャレンジカップはプレゼン発表も評価していて、
ラップの曲や映像から伝わってくるものが大きかったで
す。また、市民の力で行政を動かし、なおかつ、学校断熱の
際、予算をクラウドファンディングで獲得する行動力も素
晴らしいと思いました。脱炭素を達成する街は「住みやす
い街」に違いありません。活動は始まったばかりですが、今
後大きく広がるだろうという期待を込めて評価しました。

審査委員　岩谷 忠幸

初めて本大会に出場し、このような大きな賞をいただ
き、誠にありがとうございます。本校のパパイヤの取組
は７年目で、これからも続けていきたいと思っています。
自分たちが住んでいる愛媛県西
条市は、地球温暖化などで平均
気温が上昇し、パパイヤが育て
やすくなっています。全国にパパ
イヤを広めていく拠点としてPR
もできたないいなと思います。

ビル丸ごと発電する地産地消エネルギーや災害時の
電源利用などを啓蒙できたらと思い、今回応募しまし
た。約10年前から取り組んでいますが、寿命の問題
などの課題解決のため、カネカ
さんや他の企業にも力を借りて
歩んできましたので、関係者の
皆さまに感謝申し上げます。受
賞の熱気を持ち帰って喜びを分
かち合いたいと思います。

子どもたちの脱炭素チャレンジは、わくわくした気持ちが
大事だと思っています。気候変動の危機的状況を説明し
た上で、学校の一画を「脱炭素チャレンジ広場」として子ど
もたちに任せたのが今回の取組
です。受賞を機に、子どもたちの
やる気にさらに火がついたのと、
取り巻く教職員や企業にもその熱
が伝わって、取組が発展していく
のではないかと思っています。

私たちは普通の市民で、子育てしながら働きながら活動してい
ます。チーム名は気候変動の分岐点である2030年まであと何
年なのかを広めたいと思って名付けました。現在は建物由来
のCO₂排出量を減らすため、断熱に
力を入れていますが、脱炭素社会は
生き物がたくさんいたり、ごみが少な
い、住みやすい街だと思います。ラッ
プを聞いてもらって、取組に興味を
もってもらえるとうれしいです。

審査コメント 審査コメント

審査コメント 審査コメント

受賞者コメント 受賞者コメント

受賞者コメント 受賞者コメント

環境大臣賞 金賞 〈学生部門〉 環境大臣賞 金賞 〈企業・自治体部門〉

環境大臣賞 金賞 〈ジュニア・キッズ部門〉 環境大臣賞 金賞 〈市民部門〉

愛媛県立西条農業高等学校
食農科学科　チームパパイヤ

大成建設株式会社＆
株式会社カネカ

取手市立取手西小学校 ＃7 年後も「住みやすい街大賞」
１位とるぞ！藤沢プロジェクト

愛媛県

茨城県

東京都

神奈川県

学生部門

ジュニア・
キッズ部門

企業・
自治体部門

市民部門

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ
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廃食油を集めて飛行機を飛ばすというテーマに夢
を感じました。ユニ・チャームでも使用済みの紙パ
ンツ（おむつ）を回収し、再度紙おむつの原材料に
用いるリサイクルをしていますが、やはり回収は
色々と大変です。約200リットルもの廃食油を集
められた西前小学校の皆さんに敬意を表します。
西前小学校は小中一貫校と伺っています。ぜひ、
今回の活動を小学５年生の一年間に限定すること
なく、中学校にも広げて欲しいと思います。
ユニ・チャーム株式会社　上席執行役員　ESG本部長　上田 健次

山形大学は庄内地方に位置し、稲作が盛んな地
域です。脱脂米糠の副生を課題とする中、脱炭
素を目指し、代替肉の開発
に取り組んでまいりました。
将来的には、私たちが開発
した代替肉を皆さまのお手
元に届けられたらと考えて
います。

受賞してうれしい気持ちで
す。色んな人に廃食油を集め
てもらい、とてもうれしかった
です。

学園経営における脱炭素化と
ＥＳＤの実践

「物の命を最大限延ばすために、
わたしたちにできること！」

学園経営分野では、再生可能エネルギーによる電力への切り替え（2014年）、
さらにRE100（2019年）を達成した。熱供給分野では化石燃料からペレット
ボイラー（2009年）、薪ボ
イラー（2021年）を導入し
て地域の森林資源活用に
転換した。教育実践にお
いてもESDを重視し、中学
では「森の時間」、高校で
はESD講座を設けて持続
可能社会を志向する教育
を進め、ユネスコスクール
に加入する。（2017年）

①気候変動の現状を理解する。
②企業の気候変動対策に対する取組を学ぶ。
③自分達にできるプロジェクトを立案し、実行する。
・服のチカラ/本のチカラプロジェクト
物の命を最大限延ばすために、不要
になった子ども服や本学園の制服、
古本を回収。
子ども服は企業や国際機関の協力を
得て難民として苦しむ子ども達に送
り、制服と古本は販売し、その収益を
寄付。 売れ残った古本は、３つの追加
プロジェクトを立案。

自由の森学園は子どもたちにすべて任せるのではなく、
経営に脱炭素の方針を組み込んでいる点を社会活動分
野として評価しました。2009年にペレットボイラーの導
入、2014年に再エネ電力への切り替え、2019年には
再エネ100％を達成、太陽光パネルの設置、薪ボイラー
の導入など熱の分野で脱炭素の取組をすべて行ってお
られます。さらに生徒が天ぷら油を回収したり、包括的
に取り組まれている点が素晴らしいと感じました。

審査委員　桃井 貴子

「モノに命を吹き込もう」というリスペクトの考え方を核
として持っておられて、皆さんと協力して活動を進めて
いった点を一つ評価しています。3,000人を超える協
力を得る中で、商店街やスーパーの方にも声をかけて
行動変容につなげる力は素晴らしいと思いました。ま
た、洋服などの収益を寄付する先を子どもたちで議論
したことは重要な学びとなっていると感じました。

審査副委員長　尾山 優子

素晴らしい賞をありがとうございます。エネルギーの
こと、生物多様性の保護などを総合的に取り組んで
いくことが大事なのかなと思っ
ています。先生から教えられる
のではなく、聞いたり学んだり
したことを自分でどんなことが
できるのか考えてこれから実践
していきたいと思います。

国本小学校は世田谷区の私立校で、気候変動に対して
比較的高いモチベーションを持っていると思います。未
来を担う子どもたちが真剣に脱炭素のことを考え、で
きることは何だろうと行動する
姿は教員として感動するものが
あります。周りの大人が、子ども
たちの思いや情熱をきちんとサ
ポートしていけば、これから先も
大丈夫なのではと思っています。

審査コメント

審査コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

文部科学大臣賞 〈社会活動分野〉

文部科学大臣賞 〈学校活動分野〉

自由の森学園中学校・
高等学校

国本小学校

埼玉県

東京都
神奈川県

学生部門

ジュニア・
キッズ部門 ジュニア・

キッズ部門

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

広報誌「みどりの風」紙面への記事掲載

ユニ・チャームHP内での活動紹介

お米から肉！
～脱脂米糠からの代替肉の製造～

廃食用油を集めて
飛行機を飛ばそう！

日本を含むアジアを中心に主食と
して栽培されている水稲から副生
される脱脂米糠は、タンパク質、ミ
ネラル等の栄養成分を豊富に含ん
でいるのにも関わらず、その利活
用方法が限定している現状にあり
ます。そこで、本研究室で確立した
脱脂米糠から高タンパク含有画分
を抽出する技術を用いて回収され
た、低アレルゲンかつ高栄養価で
ある本タンパク質から畜肉に似た
代替肉の開発に取組ました。

当校の児童たちが、脱炭素社会、循環
型社会の実現という視点から、環境
にやさしい燃料（SAF）の国内生産を
サポートする活動に挑戦します。国産
SAF生産に関わる各種企業、団体、行
政のサポートをいただきながら、学校、
家庭、地域から出る廃食用油を回収す
る活動を行い、クラス → 学校 → 地域
→ 社会全体へと活動を拡大し、広く発
信することで、脱炭素社会・循環型社会
の実現に向けた行動変容を促します。

地域のお米を無駄にしないこと、畜産から出る温室
効果ガスの減少に寄与すること、学生が自ら考えて
行動したこと、この３つの点を評価しました。山形県
で、仮に代替肉の会社を立ち上げたとすると、そこ
に雇用が生まれたり、その肉が消費されるという、
地域循環共生圏が生まれることが期待できます。財
団としてはこのような地域活動を応援しています。
一般財団法人セブン-イレブン記念財団　事務局長　森永 仁

審査コメント

審査コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

セブン-イレブン記念財団
最優秀地域活性化賞

ユニ・チャーム最優秀
やさしさでささえる賞

山形大学農学部
バイオマス資源学研究室

横浜市立西前小学校

副　賞

副　賞

山形県

学生部門
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数年間に渡り、地元の食文化を支える日本酒造りから
排出される酒粕の問題について、クラスの垣根を越え
て酒粕の需要拡大やSDGsの推進・啓発を行い、地元
飲食店との商品開発など新たな価値創造に加え、同様
の問題を抱える他地域との連携など、地域を超えた活
動に取り組まれています。今後も持続可能な社会の実
現を目指し、留まることなく様々な取組を進めていただ
ければと思います。
サラヤ株式会社　コミュニケーション本部　広報宣伝統括部

コンシューマー事業本部　プロモーション部　森 樹里

先輩から引き継いできた、竹のプロジェクトが皆
さんに認められ、感謝の気
持ちでいっぱいです。これか
らも応援していただけたら
うれしいです。

この活動は学校の先生や生徒、地域の団体からも支援
をもらって実施できていますの
で、感謝申し上げます。第２弾と
してラーメン開発などもしてい
ますが、酒粕の魅力を日本全国、
ひいては世界に届けられるよう
今後も活動していきたいです。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

段ボール製トロフィーの贈呈

エコブランド「ハッピーエレファント」
シリーズ商品の贈呈

竹資源を活用した
持続可能な地域社会づくりを目指して

エシカスフードで
ＳＡＫＥ文化をリノベーション！

学校で栽培する農作物への小動物の
被害がきっかけで、放置竹林が鳥獣被
害の原因になることや豪雨災害の被害
拡大の要因になるなどの竹林問題を知
りました。４年前から地元ＮＰＯ法人と
の放置竹林の整備や伐採した竹で竹
灯籠や三角灯籠づくりワークショップ、
竹チップ発酵肥料づくりを行っていま
す。昨年からは竹チップを段ボール生
ゴミコンポストの資材として活用した
り、バイオ竹炭づくりを始め、地域にも
情報発信を行っています。

本校が位置する長野県佐久市は、市内
だけで11蔵元を有するほど日本酒造
りが盛んで、佐久地域の食文化を支え
ている。一方で、日本酒造りの”残りか
す”である酒粕は、近年需要が低迷し、
産業廃棄物として処分される量が増え
てきている。私たちは地域企業と連携
して酒粕の需要拡大やSDGsの推進・
啓発に係る環境活動に取り組んでい
る。昨年度からは新たに、小中学生を
対象に学校給食を通した食育活動にも
取組始めた。

レンゴーは段ボールを製造する会社です。段ボー
ルはリサイクルが進んでいる製品ですが、生分解
性という優れた段ボールの機能を使っていただい
たことに感謝します。竹林を保護する観点からコ
ンポストの活動につなげるなど、高校の活動を自
治体など地域に広げている点が素晴らしいです。
今後も続けてもらいたいです。
レンゴー株式会社　環境経営推進部　部長　矢野 琢司

審査コメント

審査コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

レンゴー最優秀
脱炭素未来づくり賞

サラヤ株式会社
いのちをつなぐSARAYA賞

熊本県立菊池農業高等学校 
SDGs プロジェクト班

長野県佐久平総合技術高等学校

副　賞

副　賞

熊本県

長野県

学生部門

学生部門

我々は全国で「水なし印刷」という環境負荷の少
ない印刷を行う団体です。実は紙は間伐材も使う
ことで森林を育てていますが、今はペーパーレス
化も進んでいます。南会津町のように木の力を使
うことでCO₂を吸収し、サーキュラーエコノミー・
脱炭素の実現に進んでいくと思います。木の力を
お互いに広めていく団体として頑張っていけたら
と思いました。

一般社団法人日本WPA　会長　奥　継雄

小学３年生のときから５年生まで続けている活動
で、小さなことでも大きなこ
とにつながるんだと思いま
した。他の学年や地域の人
にもコンポストをぜひやって
もらいたいです。

南会津町は、福島県と栃木県との県境にある町です。森
林資源が豊富にあることに着目
して、その資源を転換して、水道
事業に生かしてきたのが、今回の
取組です。珍しい取組ではないで
すが、他の地域でも木の力を使っ
てもらえたらうれしいです。

福島県

企業・
自治体部門

東京都

ジュニア・
キッズ部門

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

記念品贈呈

HPでの紹介及び、特製盾の贈呈

食品ロス削減と脱炭素社会実現
のためのミミズコンポスト

水道事業へ「新！脱炭素化策」
- 施設建屋の木質化プロジェクト-

学校給食で出た残飯や古新聞、各家
庭から出た生ごみ等をミミズコンポ
ストに入れ微生物やミミズの力を借
りて土を作る取組です。初めは自然
を増やしたいといいう思いで活動を
始めました。自然を増やすためには
生態系のピラミッドがしっかりと保た
れる必要があると考えました。その
土台と考えた土を増やす事によって
自然が増え、その餌となる生ごみが
減ってそれによりCO２が減る＝温暖
化を防げる取組です。

水道施設建屋に木材パネル構法（以下
をNLT：Nail Laminated Timberと
する）で木質化し、経営持続、森林再
生、脱炭素化に貢献する取組である。
これまで一般的に構造物強度を求め、
鉄筋コンクリート（以下：RC）造が望ま
れ整備されてきた。しかし当町は、地域
事情や既存建屋で顕著な水道施設特
有の環境下で生じる経年化等を懸念
し、身近な森林資源を「モノ」の経営資
源に転換を行った。

「自然のむげんループ」に着目されたことで、食品ロスの削
減・ごみの削減・脱炭素だけでなく、資源循環や生物多様性
にもつながる、大変素晴らしいお取組でした。また、「小さな
ことから積み重ねていきたい」という児童の皆さまの強い意
志に、大変感銘を受けました。まさに、「脱炭素への取組を通
して、夢や希望に満ちた輝かしい未来をみんなで築いてい
く」という想いを込めた「ニトリ最優秀夢・未来賞」との親和性
が高いと考え、賞の授与をさせていただきました。
株式会社ニトリホールディングス  SDGｓ推進室　室長　奥田 理

審査コメント

審査コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

ニトリ
最優秀夢・未来賞

日本WPA最優秀
未来へのはばたき賞

杉並区立西田小学校

南会津町 環境水道課

副　賞

副　賞
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ウェイストボックスはそもそもゴミ箱という意味で
あり、貴団体の「海はゴミ箱ではない」というメッ
セージに共感しました。資源循環を大切に思って
いる中で、海に漂着するごみ、海洋プラスチックご
みの問題解決は重要です。循環型社会の形成に
つながる点をポイントに選ばせていただきました。
株式会社ウェイストボックス　代表取締役　鈴木　修一郎

下高瀬小学校では、段ボールコンポストや動画
制作なども新たに始めています。国税局さんの
出前授業なども生かして省
エネに取り組んでいます。こ
れからも次の世代に省エネ
の取組を引き継げるように
がんばります。

私たちの活動場所は、瀬戸内海の鳴門海峡に近
い海岸で、観光客はごみの浜を見て船に乗ってい
きます。ごみは見えない範囲
にもあり、そのことを恥ずか
しいと感じて清掃活動を始め
ました。清掃活動は、瀬戸内
海の産業を守ることにもつな
がっています。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

記念品贈呈

木製の記念楯の贈呈及びHP掲載

ＳＴＯＰ地球温暖化
～もったいない・ありがとう・楽しく～

せとうち「ゴミ箱になった海」
ブルーカーボンプロジェクト

４年生が中心となり、地球温暖化防止を目的に省エネ活動を展開した実践で
す。キーワードは、「もったいない」「ありがとう」「楽しみながら」です。４年生
は、専門機関や大学、企業、他校と連携しながら、自分たちにできることを考
え、実践し、発信してき
ました。今では、４年生
の発信から全校生に広
がり、全校生で省エネ
活動に取り組んでいま
す。また、家庭にも活動
成果を発信し、省エネ
活動の広がりを進めて
います。

本プロジェクトは、脱炭素から繋がる私
たちが展開可能な「ブルーカーボン」活
用として瀬戸内海の海ゴミ環境を通じ
「見て知って学ぶ、そして、繋がり行動
する」まるで「ゴミ箱化した瀬戸内海」を
多くの地域、仲間と繋がり尊重するこ
とで、未来に約束をする活動となりまし
た。活動をより多く方に伝えるために、
流木や海岸石のアート活用や空撮等多
様な活動を通して、次世代に「せとうち
未来スケッチ」として引き継ぐ事てす。

楽しく取り組んでいる様子が素晴らしかったです。疑
問に思ったことを企業を巻き込み学びを深め、自分た
ちの取組として憲法を定め、周囲を巻き込み発信を
することで取組の輪を広げている点も見事でした。
一人ひとりの力は限られていますが、巻き込む力によ
りムーブメントを作れると思います。これからも「行動
力」と「楽しく学ぶ」ことを続けていってほしいです。
公益財団法人SOMPO環境財団　事務局長　鈴木 順子

審査コメント

審査コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

SOMPO環境財団
最優秀わくわく未来賞

ウェイストボックス
最優秀CO2の見える化賞

三豊市立下高瀬小学校

NPO 法人環境とくしまネットワーク

副　賞

副　賞

徳島県

東京都

学生部門

市民部門

弊社は脱炭素を支援する活動を行っています。
CO₂排出量を削減しないと、ネットゼロは達成し
ないわけで、工場を脱炭素化することは効果的だ
と考えていました。何千トンものCO₂を削減する
ことは並々ならぬ努力があったかと察します。そ
の苦労に敬意を表し、本アワードを通じて選ばせ
ていただきました。
株式会社タンソーマンGX　代表取締役　福元 惇二

先輩たちの代から引き継いできた活動がこうし
て表彰され、感謝いたします。風車は、都市の中
でビル風を利用して少しでも街灯を灯すことが
できれば、電力抑制につな
がると考えた取組です。今で
もプロジェクトは続いている
のですが、私たちは卒業する
ため、今後も後輩につなげ
ていきたいと思っています。

素晴らしい賞をいただけたこと、お礼申し上げます。当
社は、おいしく食べてもらうためにイノベーションを重
ねて参りました。フードロス削減
に続いて、二酸化炭素を減らす
取組は全従業員が一丸となって
取組ました。これからも将来に
負の遺産を残さないようにます
ます頑張ってまいります。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

木製の記念楯の贈呈

HP掲載、タンソチェック1年間無料ライセンス、
ディズニーランドペアチケット（2枚）

サボニウス型風車の開発
～エネルギー地産地消への挑戦～

全社一丸で創意工夫を積み重ねた
食品工場の脱炭素への挑戦

東京工業高等専門学校流体工学研
究室では、脱炭素社会を実現すべ
く、サボニウス型風車の研究、開発
を行っている。サボニウス型風車は
都市部での利用に優れるため、サス
ティナブルなまちづくりを推進するこ
とができる。本科5年生が取り組む
卒業研究では、実用化に向けた風車
の改良が行われ、本科4年生が取り
組む社会実装プロジェクトでは、地
元企業との連携による風車設置プロ
ジェクトが進められている。

当社でエコアクション21の取組を開始
した2019年以降、設定した2030年
CO2排出削減目標に向けて、オンサ
イトPPA電力購入、廃熱回収など種々
の取組を実施したが、CO2排出量を
減らすため踏み切った低CO2排出係
数電力購入先が破綻。その困難を乗り
越えるため全社一丸となり創意工夫を
積み重ね、2022年度排出量はピーク
であった2017年の11,600トンから
7,600トンまで34.5%削減した。

ネットゼロはイノベーションを前提に考えているので、
今、実現していない技術にどんどん挑戦してもらいた
いと思っています。当協会は国際ルールを理解した人
材育成を目指すため、資格試験を１万５千人ほどに受
講いただいきました。未来に誇れる技術を生み出すた
めに、今後も若い能力を発揮してほしいです。
一般社団法人炭素会計アドバイザー協会　副理事長　山田 英司

審査コメント

審査コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

炭素会計アドバイザー
協会賞

タンソーマンプロジェクト
GX推進最優秀賞

東京工業高等専門学校
流体工学研究室

株式会社 虎昭産業

副　賞

副　賞

東京都

企業・
自治体部門

香川県

ジュニア・
キッズ部門
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弊社は、2020年に「自然との調和は眠りから」というパー
パスを設定し直した際、再エネ100宣言 RE Actionに加
盟させていただきました。2022年には、再エネ電力の採用
とJクレジットの組み合わせで再エ
ネ100を達成いたしました。また、
長く使えるモノづくり「サーキュ
ラーデザイン」を心掛けています。
受賞をスタッフのみんなと喜びを
分かち合いたいと思います。

プレゼン動画は 
コチラ

インタビュー動画作成

脱炭素を目指す寝具メーカーの
循環型ものづくり

「作る」「使う」「棄てる」の各段階で資
源の消費と廃棄物の発生を減らしな
がら、その循環を通して新たな製品
を生み出す「サーキュラーデザイン」
を推進中です。再エネ電力を採用し
たり、製品寿命を延ばしたり、再利用
したり、使い道のないゴミを減らした
りすることは、ものづくりの大切な役
割、炭素排出削減に繋がる活動と考
えています。2022年は再エネ電力、
Jクレジットを活用し、全社で再エネ
率100％を達成しました。

再エネ100宣言 RE Actionの参加団体は、使用
電力を100％再生可能エネルギーに転換する意思
と行動を示し、再エネ100％利用を促進していま
す。株式会社イワタは既に再エネ100％を達成し
ているだけでなく、サーキュラーエコノミーにも取
り組んでおり、さらに創業190年のサステナブル
な企業であることが評価され、選出に至りました。 
再エネ100宣言 RE Action　協議委員　梅田 靖

審査コメント

受賞者コメント

再エネ100宣言
RE Action賞

株式会社イワタ

副　賞

日本は森林面積が７割を占める一方で、国産材の
利用が十分に進んでいない現状があります。シェ
ルターは2017年に日本で初めて木質耐火部材
の3時間耐火認定を取得しました。これにより、
15階建て以上の木造高層ビルが建てられるよ
うになったのです。山形県の会社がこうしたイノ
ベーションを起こしたことに勇気づけられました。

株式会社オルタナ　副編集長　吉田 広子

地域で人口が減って里山が荒廃している中、資源
が豊富にあることを逆手にとり、ポジティブな姿勢
を持っておられるところが素晴らしいと思いまし
た。50年前を参考にしながらも、今ある太陽光パ
ネルや性能の良いバイオマスボイラーを使って、新
しい持続可能な社会を作っていこうとされている
ところが他の地域の参考になると感じました。

審査委員長　江守 正多

緑のカーテンづくりを通じて、脱炭素に挑戦できた
ことに改めて感謝申し上げます。生徒からは「毎日
水やりしていたら、ゴーヤが自分の背を越えて驚
いた」、教員からは「ゴーヤが
伸びていく姿に力をもらった」
と取組に感想を寄せてくれま
した。誰でもどこでもできる
ような活動ですが、認められ
てとてもうれしいです。

木造建築を取り巻く環境は目まぐるしく変化しております。
十数年前まで、木造建築というと神社や仏閣をイメージす
る方が多ったと思います。ここ数年
は、脱炭素やSDGsという観点か
ら、木造建築が再注目され、高層階
の木造ビルのプロジェクトも進行し
ています。今回の受賞を励みにし
て、今後も精進してまいります。

私たちは「食とエネルギーを自給して地域を元気にしよう」とい
うことで活動してきました。目新しい活動ではないですが、鬼
無里という土地が大好きで中山間地域のモデルになると確信
しております。高齢化・過疎化は私た
ちの手では止められず、農山村の暮
らしは時代遅れのように感じるかも
しれませんが、実は古いものと新しい
ものを組み合わせることで最先端の
ポテンシャルになると感じています。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

気象キャスターによる出前講座の実施

未来にひろがれ！緑のカーテン

脱炭素社会を実現する
「木造都市 ®」づくり

「きなさごこち PJ」
里山の森と暮らしをつないで脱炭素地域に

山口中学校では、ゴーヤの苗を育てて緑のカーテンをつくりました。最初は１
クラスでの取組でしたが、夏場の水やりには全校生が協力しました。また、植
物の光合成や蒸散作用により、脱炭素への取組につながりました。さらに、日
陰をつくりことにより、
エアコンの設定温度を
適切に設定し、エネル
ギーの有効活用と地球
温暖化防止に努めるこ
とができました。

当社は日本初の接合金物工法「KES構
法」と木質耐火部材「COOL WOOD」
により、伐採期が到来した国産材・地
域産材を活用して、都市に大規模・中
高層木造ビルをつくる「木造都市」づく
りに取り組んでいる。木造都市の実現
によって国産材・地域産材の需要が拡
大し、森林循環が促進される。また、需
要地の都市と供給地の地方のサプライ
チェーンが強くなり、林業・関連産業が
活性化、都市再生と地方創生が同時に
達成できる。

過疎化が進む地域の困り事＜荒れた森＞
＜老朽化した古民家＞＜耕作放棄地＞
は、見方を変えると脱炭素地域づくりの
ための大切な資源。①森林整備②薪エ
ネルギーの普及③古民家の再生④遊
休農地の活用を連動させ、今の暮らし
に適合させた地域づくりが「きなさごこ
ち」プロジェクトです。かつては食もエ
ネルギーも自給していた村の時代に学
びながら、これからの地域のあり方を
参加者と共に考え創り出す機会と場所
を提供しています。

緑のカーテンはみんながよく知る活動ですが、
本当にエアコンの温度を下げられるなど、デー
タとして示してくださったところに意味があると
感じました。新しい工夫も大事ですが、今までの
活動を地道に行っていくことも大切です。若い
人の柔軟な頭で、難しくない楽しい取組を今後
も期待しております。
NPO法人気象キャスターネットワーク　理事長　井田 寛子

審査コメント

審査コメント 審査コメント

受賞者コメント

受賞者コメント
受賞者コメント

気象キャスターネットワーク
最優秀市民・学校エコ活動賞

オルタナ最優秀
ストーリー賞 審査委員特別賞

西宮市立山口中学校

株式会社シェルター ＮＰＯ法人まめってぇ鬼無里

副　賞

山形県

企業・
自治体部門

長野県

市民部門

京都府

企業・
自治体部門

兵庫県

ジュニア・
キッズ部門

雑誌「オルタナ」への記事掲載と冊子提供副　賞
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優秀賞 マクドナルドオーディエンス賞

地域資源のリサイクル活用と
再生可能エネルギーの普及と開発

「物の命を最大限延ばすために、
 わたしたちにできること！」

Love Earth Day 
海で一緒にごみ拾いしない？

「再エネとグリーン水素で目指せ！脱炭素の島」
実現プロジェクト

“コスト削減への取組”
Love Earth Day
海で一緒にごみ拾いしない？

弊社は、木質ペレット、木質チップの生産・販売を行い二
酸化炭素の削減に寄与してまいりました。そのノウハウ
を基にプラントを施工していましたが、近年では、木質
資源の枯渇している外国に向けて農業残渣を燃料の原
料としたペレット生産プラントの施工を行い、また企業
からの依頼で廃棄するしかなかった食品残渣をペレット
化するプラントを施工しています。

我々は子どもたちの活動だけでなく、企業、地域の商店街の皆さま、様々な方々と連携して
きましたので、関係者の皆さまに感謝したいです。

Love Earth Dayは、茨城県ひたちなか市の海岸にて、
ビーチクリーンをメインに活動しているボランティア団体で
す。Ｋｉｄｓを中心に地球愛や環境、教育イベントを楽しく行
なっています。地球の現状を「ビーチクリーン」を通して体感
し、「持続可能」で「楽しく」継続活動に繋げていくため、海ゴ
ミアート＆アクサセリーづくりなどの海ゴミ工作や磯の学習
によるブルーカーボンの生育推進に発展させています。

壱岐市は長崎県の離島で、日本のモデルとなるような脱炭素な取組を行っています。ちなみ
に壱岐市にはマクドナルドがありませんが、どこかで皆と食べに行きたいと思います。

透析クリニックとして大量の水をを精製して透析用水
を使用しているが、その際、原水を昇温させるのに排
液熱回収システムを導入し、その成果は機器単体で、
年間約27％節電。2018年より院内の省エネ対策の強
化2022年7月～蛍光灯（312本）をLEDへ変更し単体
で72％の節電となり、2022年の年間の電気使用量は
2014年と比較して総透析回数は16％増加したが、全
体で10％の節電となった

私たちは常に楽しく、地球愛をもって活動しています。このような賞をもらえてとてもうれし
いです。ありがとうございます。

プレゼン動画

プレゼン動画

プレゼン動画

プレゼン動画

プレゼン動画
プレゼン動画

株式会社渡会電気土木

国本小学校

Love Earth Day

壱岐市

前田記念武蔵小杉クリニック Love Earth Day

山形県企業・
自治体部門

長崎県企業・
自治体部門

神奈川県企業・
自治体部門

茨城県ジュニア・
キッズ部門

茨城県ジュニア・
キッズ部門

東京都ジュニア・
キッズ部門

ハンバーガー商品券１年分副 賞

私たちは山形県の農業地域で、何かで
きることはないかと思い、食品残渣を
ペレットにする取組を始めました。木
材の減少が懸念されているので、代替
燃料として注目されている。ペレット
化の問い合わせもきています。

まさかこのような舞台に立てるとは思ってもい
ませんでした。アフリカから戻ってきて犬の散
歩をしているときに海のごみを見てびっくりし
たのがきっかけでこの活動が始まりました。ア
フリカではホームレスの方がビーチを綺麗にし
ます。同士と今後も活動していきたいです。

透析をするとき、水を多く使い、それを精製する
ために大きなエネルギーを使います。そのエネ
ルギーを抑えるため、企業と相談し、省エネを
進めてきました。全国のクリニックでも、同じ会
社の者が省エネを進めているが、まだ少ないで
す。人口の増加とともに透析患者が増えていま
すが、今後も活動を続けていきたいです。

受賞者コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

審査方法

マクドナルドオーディエンス賞は、視聴者のWEB投票によって受賞団体が決定する賞で
す。YouTubeで公開したプレゼンテーション動画を視聴し、最も感銘を受けた2団体に投
票＆YouTubeの高評価ボタンで投票できます。（1人3票まで）全24団体のプレゼン動画
の再生回数は、延べ1万3千回（2024/1/15～2/5正午）に達し、大きな反響となりました。
総投票数3,043票の結果、上位3団体がマクドナルドオーディエンス賞に決定しました。

副賞「ハンバーガー１年分」が日本マクドナルド株式会社コミュニケーション＆
CR本部 サステナビリティ＆ESG部の飯澤雄三マネージャーから贈られました。

▲ 左から壱岐市の２名、国本小学校の２名、Love Earth 
Dayの2名、日本マクドナルド㈱の飯澤マネージャー

▲ 齋藤悠真教頭先生

▲ 篠崎道裕課長

▲ 左から穐山 こころさんとバージルマ
サヨさん
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ファイナリストの声

会場参加者・オンライン視聴者の声

対象者：ファイナリスト２４団体　　　　回答数：２１団体

回答数 ： 22名

感想

感想参加目的をお選びください。（複数回答）

今回の脱炭素チャレンジカップの出場は、
貴団体の今後に役立つと思われますか？

貴団体がファイナリストに選ばれたことは
周囲でどのように評価されましたか？

・  自身としては今回初応募でしたが、通常の学会賞と異なり、
学生や市民団体の方も含む広く一般の方が来場され かつ 
いつ名前が呼ばれるかわからない臨場感によって、授賞式
が大変盛り上がっていたと感じました。これからも継続して
いただけることを期待します。

・  今回はじめてエントリーシートを書いたことで、自分たちの
これまでの活動を振り返り、客観的に見つめる良い機会に
なりました。革新的なイノベーションも大事ですが、生活や
暮らしに落とし込まれない限り脱炭素は他人事なので、私
たちのような身近な取組も取り上げて下さりありがとうご
ざいました。

・  今後も表彰をしてもらえるような活動ができるように、生徒
たちと持続的に活動していきたい。
今回はこのような機会をいただき感謝しています。

・ 脱炭素にむけたポジティブな空気感に満ち溢れていて、素
晴らしいイベントだったと思います。

・ 登壇者の方の「脱炭素は我慢・忍耐ではなく、ワクワクする
ものなんだ」という言葉がありましたが、まさにこのこのイ
ベント自体が、そうしたワクワクの渦をいっそう大きくして
いることを実感しました。

95.2%
役立つ4.8%

わからない

61.9%
期待通り高く
評価された

14.3%
期待ほど評価
されなかった

23.8%
その他
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プレゼン発表に興味
脱炭素CCに興味
アイデア賞の講演
交流会に参加

ファイナリストの応援
WEB投票に興味
賞や表彰式に興味
開催方式に興味

連携できる団体探し
来年の応募を考えて
協賛、協力を検討

その他
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アンケート結果アイデア賞 
 アイデア賞は、取組の実績は必須ではなく、実施計画
中や研究過程でも応募が可能となり、将来的に脱炭
素につながるようなアイデアや提案を募集しました。
厳正なる審査によって選ばれた２
組が応募アイデアを披露しました。

▲ 左から日野原楓さん、丹野悠太さん（獨協大学国際
環境経済学科米山ゼミ地球温暖化防止プロジェクト）

▲ 平松加代さん

福島県田村市での脱炭素×MaaS を復興まちづくりに活かす提案

脱炭素ライフを育むスクール

福島県田村市は、市域が広く交通整備が不十分であるため、市民や観
光客は自家用車に依存した生活スタイルです。公共交通機関の課題
を解決するべく、田村市内で再エネを利用した「MaaS」を導入するこ
とで自家用車依存から公共交通への転換を図ります。また、地域新電
力を立ち上げることで雇用の創出や電力の対外流出を下げることに
よる地域活性化など脱炭素を目指すことによるメリットが地域内にも
還元される仕組を提案しました。

脱炭素社会を創り維持していくために、将来を担う子どもたちが育む環境を見直していく事が重要です。それは一時的な環境教
育や特別なモデル校ではなく、誰しも普段通う学校において日々体感できるものであるべきです。エネルギー、衣類、食べ物な
ど、私たちは何をどのくらい使って生活しているのかを実感できる仕
組みやリサイクルやリユースが当たり前である感覚を身に着ける工夫
も地球温暖化を悪化させない手段の一つと考えます。

公共交通機関が不便な地域で、自家用車を使わず、地域の再エネを利用した
「Maas」（Mobility as service）の導入を検討しており、すでに自治体に働
きかけている点も評価しました。

世論調査で若い世代が「気候変動を知らない」という結果が出ています。小学
校を脱炭素のプラットフォームとして位置付け、再生可能エネルギーやコンポ
ストなどの脱炭素に資する行動を当たり前にしていくのは大事な視点です。

審査委員長コメント

審査委員長コメント

獨協大学国際環境経済学科米山ゼミ
地球温暖化防止プロジェクト

平松加代

 講演動画は 
コチラ
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全国の脱炭素な優れた取組を広く伝え、交流·連携を図る場である「脱炭素チャレンジカップ」は、前身の低炭素杯を含めた14
年間に、数千団体にご応募いただき、計467団体を超えるファイナリストがステージ上で自らの取組を披露してきました。
参加者同士の新たな連携といううれしい成果も生まれています。この動きをさらに進化させ「脱炭素チャレンジカップ」を持続

して開催していくためには、想いに賛同·共感してくださる皆様のサポートが必要です。今年度は以下の皆様方にご寄付をいた
だきました。

皆様から頂いた協賛·寄付金はファイナリストプレゼンテーションに係るオンライン設備費用や、会場費等の運営資金に大切に
使用させていただきました。ぜひとも来年の「脱炭素チャレンジカップ」開催のため、引き続きご支援をお待ちしています！

～ ご寄付いただいた皆様 ～ ～ 古本募金に参加いただいた皆様 ～

計 120,000円 計 4,331円

ご協賛に関するご説明承っておりますので、まずはメールアドレス zccc@zenkoku-net.org までお問い合わせください。
その後、「脱炭素チャレンジカップ」ウェブサイト上の申し込み用紙をダウンロードし、申込用紙を事務局メールアドレス宛にお
送りいただく流れとなります。

 協賛する

・小宮山 宏 様　
・株式会社アルビノ 様

本やDVDなど使い終わったものをリサイクル換金して寄付
できる「古本募金（きしゃぽん）」を実施し、皆さまから古本募
金でのご寄付をいただきました。

個人でも団体でも脱炭素チャレンジカップを応援したい方は、
右記にて随時、ご寄付を受け付けております！

特典 ●報告書やウェブサイトにお名前の掲載、報告書の送付

ゆうちょ銀行　〇一九(ゼロイチキユウ)店(019)
当座　　０７９１９５８
ダツタンソチャレンジカップジムキョク
脱炭素チャレンジカップ事務局

 寄付する

共催のセブン-イレブン記念財団は、全国のセブン-イレブン
店頭に寄せ られたお客様からの募金と、(株)セブン-イレブ
ンの寄付金とを合わせ て、環境をテーマにした市民活動や
自然環境保護保全活動を支援して います。その募金の一
部は「脱炭素チャレンジカップ」へも協賛されています。

 セブン-イレブン店頭の募金箱に募金する  古本募金で寄付する～0円で寄付しよう～
脱炭素チャレンジカップでは本やDVDなど使い終わった
ものをリサイクル換金して寄付できる、「古本募金（きしゃぽ
ん）」を実施しています。皆様に負担いただく費用は０円です！ …

と検索し、申し込みフォームに則って入力
すれば手配完了です。ご希望の日程に本
の集荷業者が参ります。

脱炭素チャレンジカップ きしゃぽん

きしゃぽん

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

松隈地域づくり株式会社（佐賀県）
「地域の恵みを未来の力へ」

脱炭素チャレンジカップ2022

● 開催日： 2022年2月15日(火)
● 会　場： 伊藤謝恩ホール(ハイブリッド開催)
● 総エントリー数 ： 286件
● ファイナリスト数： 28件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

岩手県立遠野緑峰高等学校（岩手県)
「ポップ和紙開発プロジェクト」

低炭素杯2018

● 開催日： 2018年2月15日(木)
● 会　場： 日経ホール
● 総エントリー数 ： 1,170件
● ファイナリスト数： 30件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

株式会社ウジエスーパー＆株式会社ウジエクリーンサービス
　　　　　　　　　　　　　(障碍者特例子会社）（宮城県）
「『エコーガニックwithノーマライゼーション』
　　　　　　　食品スーパーが提案する環境ループ事業」

低炭素杯2014

● 開催日： 2014年2月14日(金)・15日(土)
● 会　場： 東京ビッグサイト国際展示場
● 総エントリー数 ： 1,620件
● ファイナリスト数： 41件

モリショウグループ（大分県）
「木質バイオマス発電を核としたSDGsへの取組」

脱炭素チャレンジカップ2021

● 開催日： 2021年2月9日（火）
● 会　場： 東京ウィメンズプラザ（オンライン配信）
● 総エントリー数 ： 144件
● ファイナリスト数： 28件

佐賀市上下水道局 下水プロジェクト推進部 (佐賀県)
「昔に帰る未来型 ～佐賀市上下水浄化センターを「宝を生む施設」に～」

低炭素杯2017

● 開催日： 2017年2月16日(木)
● 会　場： 日経ホール
● 総エントリー数 ： 951件
● ファイナリスト数： 26件

栃木農業高等学校 村おこしプロジェクト班（栃木県）
「麻の郷とちぎの環境資源を次世代に」

低炭素杯2013

● 開催日： 2013年2月16日(土)・17日(日)
● 会　場： 東京ビッグサイト国際展示場
● 総エントリー数 ： 1,371件
● ファイナリスト数： 40件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

NPO法人田舎のヒロインズ（熊本県）
「農村地帯でのRE100化を目指す女性農家たちの挑戦」

脱炭素チャレンジカップ2020

● 開催日： 2020年2月19日（水）
● 会　場： 伊藤謝恩ホール
● 総エントリー数 ： 183件
● ファイナリスト数： 28件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

しずおか未来エネルギー株式会社（静岡県）
「静岡発!!みんなで創る地域発電所」

低炭素杯2016

● 開催日： 2016年2月16日(火)・17日(水)
● 会　場： 日経ホール
● 総エントリー数 ： 1,993件
● ファイナリスト数： 38件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

栃木農業高等学校 地域おこしプロジェクト班（栃木県）
「守れヨシの湿原、とりもどせ農村のヨシズ作り」

低炭素杯2012

● 開催日： 2012年2月18日(土)・19日(日)
● 会　場： 東京ビッグサイト国際展示場
● 総エントリー数 ： 108件
● ファイナリスト数： 41件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

姫島エコツーリズム（大分県)
「エコアイランドと地域活性化を目指した超小型EVの活用」

低炭素杯2019

● 開催日： 2019年2月8日(金)
● 会　場： カルッツかわさき
● 総エントリー数 ： 1,425件
● ファイナリスト数： 28件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

下川町（北海道）
「地域資源“森林”を活用した
     エネルギー自給型小規模自治体モデルの構築
　　　　～誰もが暮らしたいまち、誰もが活力あるまち～」

低炭素杯2015

● 開催日： 2015年2月13日(金)・14日(土)
● 会　場： 東京ビッグサイト国際展示場
● 総エントリー数 ： 1,730件
● ファイナリスト数： 39件

来ハトメ工業株式会社（埼玉県）
「地域の恵みを未来の力へ」

脱炭素チャレンジカップ2023

● 開催日： 2023年2月16日(木)
● 会　場： 伊藤謝恩ホール(ハイブリッド開催)
● 総エントリー数 ： 198件
● ファイナリスト数： 29件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

これまでの歩み脱炭素チャレンジカップへの寄付にご協力いただきました

ご協賛方法



協　　力

この印刷物は、FSC®認証紙を使用し、
「水なし印刷」で印刷しています。
また、省資源化（フィルムレス）に繋がる
CTPにより製版しています。

共　　催

特別協賛

協　　賛

株式会社 Pure Cycle いばらき

後　　援

脱炭素チャレンジカップ事務局
（一般社団法人地球温暖化防止全国ネット）
〒102-0074 東京都千代田区九段南3-9-12
 九段ニッカナビル7階
TEL ： 03-6273-7785　FAX ： 03-3263-1010
E-Mail ： zccc@zenkoku-net.org
Web ： https://www.zenkoku-net.org/datsutanso/

お問い合わせ先




